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５
月
１
日
、
県
民
会
館
で
県
憲
法
セ
ン
タ
ー
と
全
港
湾
労
組
が
合
同
で
メ
ー
デ
ー
を
行
い
、

約
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
藤
田
孝
一
憲
法
セ
ン
タ
ー
議
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
打
越

さ
く
ら
参
院
議
員
の
来
賓
挨
拶
が
あ
り
、
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▼
岸
田
政
権
に
よ
る
改
憲
許
す
な
、
大
軍
拡
・
大
増
税
反
対
。

▼
大
寵
拡
と
大
増
税
よ
り
国
民
の
い
の
ち
．
く
ら
し
守
れ
。

▼
国
民
主
権
と
人
権
守
れ
。

▼
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
・
多
様
性
の
尊
重
を
。

▼
言
論
・
出
版
・
表
現
の
自
由
守
れ
。

▼
物
価
上
昇
を
上
回
る
大
幅
賃
上
げ
実
現
。

▼
誰
も
が
働
け
ば
普
通
に
暮
ら
せ
る
賃
金
の
確
立
を
。

▼
男
女
均
等
待
遇
実
現
。

▼
最
低
賃
金
は
ど
こ
で
も
誰
で
も
１
５
０
０
円
、
全
国
一
律
最
賃
法
制
化
の
実
現
。

▼
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
を
。

県
民
会
館
で
の
集
会
後
、
中
郵
便
局
ま
で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。
デ
モ
隊
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し
な
が
ら
、
進
み
ま
し
た
。

大
軍
拡
・
大
増
税
に
反
対

’
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治安維持法犠牲者
国家賠償要求同盟

新潟県本部

〒950-0843新潟市
東区粟山3-8-1

小日向昭一気付

TELO90-2972-9678

’

蹄露議灘濯鯛
●
大
軍
拡
・
大
増
税
に
反
対
第
９
４
回
メ
ー
デ
ー
に
１
０
０
０
人

●
『
原
菊
枝
数
彰
碑
」
建
立
、
国
賠
署
名
と
会
員
拡
大
「
特
別
期
間
」
の
成
功
を

２
０
２
３
年
５
月
ｎ
日
県
理
事
会

●
連
諦
緯
種
渠

「
満
蒙
開
拓
団
」
Ｉ
そ
の
国
策
と
わ
が
一
家
の
足
跡
⑤
須
田
一
彦
（
阿
賀
野

新
潟
県
に
お
け
る
戦
後
の
革
新
運
動
の
昂
揚
と
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
⑤
相
沢
寛
（
新
潟
）
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【
１
】
情
勢
の
特
徴
と
国
賠
同
盟

１
、
激
し
い
攻
防
の
中
で
迎
え
た
憲
法
記
念
日

５
月
３
日
。
９
条
も
「
専
守
防
衛
」
同
通
信
の
世
論
調
査
で
は
、
ロ
シ
ア
の

も
か
な
ぐ
り
捨
て
て
「
戦
争
す
る
国
」
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
中
国
の
軍
拡
、
北

へ
と
暴
走
す
る
岸
田
政
権
と
自
民
・
公
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
乗
じ
た
改

明
、
改
憲
突
撃
隊
の
維
新
・
国
民
な
ど
憲
勢
力
の
「
９
条
変
え
ろ
』
の
大
合
唱

の
動
き
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
中
で
、
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
「
改
憲
気

憲
法
施
行
７
６
年
目
の
記
念
日
を
迎
え
運
は
高
ま
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
る
人

た
。

が
７
１
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
メ
デ
イ

一
方
、
こ
の
日
東
京
で
開
か
れ
た
「
慾
ア
も
、
敵
基
地
攻
喋
の
危
険
を
指
摘
し

法
集
会
」
は
、
市
民
と
野
党
２
万
５
千
「
国
防
力
増
強
だ
け
で
平
和
を
守
れ
る

人
が
参
加
。
こ
れ
は
近
年
最
大
規
模
の
か
』
「
『
改
憲
あ
り
き
』
は
疑
問
」
、
憲

集
会
と
な
り
、
「
憲
法
を
守
り
、
新
た
法
は
「
今
こ
そ
大
切
な
理
念
」
（
日
報

な
戦
前
に
さ
せ
な
い
」
と
い
う
国
民
多
社
説
）
な
ど
、
「
戦
争
国
家
」
へ
の
暴

数
の
意
思
を
表
す
も
の
と
な
っ
た
。
共
走
に
強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
．

２
、
学
術
会
議
法
改
悪
案
を
提
出
断
念
に
追
い
込
む

学
術
会
議
の
会
員
選
考
に
外
部
か
ら
の
強
い
反
対
に
あ
い
、
政
府
は
今
国
会

介
入
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
政
府
へ
の
法
案
提
出
断
念
を
表
明
し
た
。
「
学

の
意
向
に
そ
っ
た
組
織
に
し
よ
う
と
す
問
の
自
由
を
守
れ
」
の
世
論
と
運
動
の

る
学
術
会
議
法
改
悪
案
は
、
国
会
内
外
勝
利
と
し
て
大
き
な
意
義
が
あ
る
。 山

修
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二
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二
三
三
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三
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一
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ミ
ド

Ｉ ｊｌ

ｌ

ｌ

Ⅱ

「
、
と
回
の
州

原
菊
枝
顕
彰
碑
」
建
立
国
賠
署
名
会
貝
拡
大
‐

０ １

１

１

Ⅱ

ｌⅡⅦ

Ⅱ
１

１１

「
州

特
別
期
間
」
の
成
功
を
”

川叩Ⅱ１別Ｉ

叩
Ⅲ

１

２
０
２
３
年
５
月
１
１
日
Ⅲ

０ １１６１ １

Ⅱ

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
新
潟
県
本
部
県
理
事
会
州

１ １１ Ⅱ

１

１ １

叫
畑

Ｉ

１ｙ
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三
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薑
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①
４
月
の
会
員
拡
大
・
署
名
行
動
の
結

果
別
掲

②
会
員
拡
大
５
月
の
目
標
、
純
増
１
０

名
以
上
。
６
月
の
県
本
部
大
会
ま
で
に

３
６
２
名
以
上
の
会
員
到
達
目
指
す
。

③
署
名
目
標
、
累
計
で
５
月
１
６
日
の

国
会
請
願
ま
で
に
２
０
０
０
筆
以
上
を

目
指
す
。

ド
イ
ツ
は
４
月
１
５
日
、
最
後
ま

で
稼
働
し
て
い
た
３
基
の
原
発
を
停

止
し
、
「
脱
原
発
」
を
完
成
さ
せ
た
。

１
９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

の
爆
発
事
故
に
よ
っ
て
、
７
０
年
代
か

ら
続
い
て
き
た
脱
原
発
運
動
が
加
速

し
、
政
府
は
２
０
０
０
年
代
初
め
に
は

全
原
発
停
止
を
決
め
る
。
そ
の
後
政
府

の
逆
揺
れ
も
あ
っ
た
が
、
２
０
１
１
年

の
福
島
第
一
原
発
事
故
に
つ
い
て
、
首

相
が
「
世
界
に
と
っ
て
の
大
転
換
」
と

政
府
は
、
〃
今
回
の
案
が
飲
め
な
い
員
任
命
拒
否
を
撤
回
し
、
学
術
の
独
立

な
ら
学
術
会
議
を
民
間
法
人
に
す
る
〃
性
を
大
前
提
に
し
て
学
術
会
議
側
と

と
い
う
脅
し
を
や
め
、
ま
ず
違
法
な
会
「
真
蟄
な
」
協
議
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

３
、
全
原
発
停
止
と
い
う
画
期
的
局
面
つ
く
っ
た
ド
イ
ツ

【
２
】
第
綱
回
県
本
部
大
会
（
６
／
旧
）
め
ざ
す
活
動

１
「
国
賠
署
名
・
会
員
拡
大
の
自
主
目
標
達
成
特
別
期
間
」

を
成
功
さ
せ
よ
う
。

中
央
本
部
訴
え
（
「
不
屈
中
央
版
」

４
月
号
に
掲
載
）
に
応
え
よ
う
。

述
べ
、
脱
原
発
を
明
確
に
し
た
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
そ
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
ザ
ポ
ロ
ジ
ェ
原
発
爆
撃
を

う
け
て
、
環
境
相
が
「
原
発
は
制
御
で

き
な
い
。
戦
争
の
標
的
に
な
り
防
御
は

不
可
能
」
と
発
言
し
、
全
原
発
停
止
が

実
現
し
た
。
こ
こ
で
も
、
「
声
を
あ
げ

れ
ば
政
治
は
変
え
ら
れ
る
」
と
い
う
こ

と
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

2

－
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①
日
時
…
６
月
１
８
日
（
且
’
０
時
～

②
会
場
。
：
万
代
市
民
会
館

３
０
７
．
３
０
８
号
室

①
「
同
碑
建
立
第
２
回
実
行
委
員
配
布
し
た
。

会
」
（
５
／
１
５
）
⑤
顕
彰
碑
の
除
幕
式
：
・
５
／
２
７
（
土
）

②
同
碑
建
立
基
金
へ
の
募
金
は
、
目
１
１
時
～
１
２
時

標
１
５
０
万
円
に
対
し
、
現
在
、
約
⑥
同
碑
除
幕
式
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

８
５
万
円
集
ま
っ
た
（
祝
典
・
会
費
３
０
０
０
円
）
…
あ
し

③
同
碑
建
立
の
日
時
…
５
／
１
８
い
ま
荘
の
近
く
の
公
民
館
で
行
う
。

（
木
）
１
０
時
～
⑦
式
典
の
前
後
の
設
営
な
ど
に
新
潟
支

④
「
同
碑
建
立
運
動
ニ
ュ
ー
ス
第
２
部
の
協
力
要
請

号
」
を
発
行
し
、
多
く
の
民
主
団
体
へ

６
「
６
月
・
県
本
部
大
会
」
開
催
に
つ
い
て

２
「
新
潟
県
治
安
維
持
法
犠
牲
者
名
簿
」
の
頒
布

①
現
在
の
頒
布
状
況
。
：
２
５
０
冊
作
っ
②
新
潟
県
下
の
地
区
委
員
会
へ
の
頒
布

て
、
１
３
２
冊
頒
布
済
み
、
残
１
１
８
冊
。
を
要
請
中
。

３
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
Ｉ
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
』

上
映
運
動

①
五
泉
市
で
の
上
映
（
７
／
２
９
・
ラ
②
６
月
以
降
、
長
岡
市
で
の
上
映
運
動

ポ
ル
テ
五
泉
午
後
２
時
～
）
成
功
に
の
具
体
化
を
目
指
す
。

向
け
て
取
り
組
み
中
。

４
１
０
０
周
年
・
木
崎
争
議
の
教
訓
を
語
り
継
ぐ
取
り
組
み

新
潟
市
北
区
と
秋
葉
区
と
西
区
と
中
を
目
遁
乳

央
区
、
五
泉
な
ど
で
６
月
以
降
具
体
化

５
「
原
菊
枝
顕
彰
碑
」
建
立
運
動

③
代
議
員
…
支
部
会
員
１
０
人
に
つ
き

１
人
、
端
数
切
り
上
げ

④
旅
費
…
本
部
負
担

【別掲】会員と署名数の到達状況 ⑤
午
後
・
記
念
講
演
（
小
林
朗
氏
）

７
そ
の
他

①
「
会
費
納
入
」
活
動
の
強
化
・
改
善

…
な
る
べ
く
６
月
の
県
本
部
大
会
ま
で

に
納
入
。

②
次
回
の
常
任
理
事
会
：
・
６
／
６
（
火
）

１
０
時
～

③
次
回
県
理
事
会
…
６
／
８
（
木
）

１
３
時
３
０
分
～
ク
ロ
ス
パ
ル
に
い
が

た
３
０
４
号
室

●4月の会員増はプラス2、
マイナス2で純増はゼロ
だった。
4月の国賠署名の増は、
31 3筆（新潟1 79、上
越72，魚沼54、阿賀野8）
だった。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
事
務
局
日
誌
。

●

●
●
●
●

４
月
の
行
事
・
活
垂
割
諏
告
。

●

●
●
●
●

①
４
月
１
２
日
黍
の
萱
荏
理
事
亜

●●

●
●
〈
室
●

●

●
●

●

②
４
月
１
３
日
字
の
県
琿
電
云
云
“

●

●
●

③
４
月
１
７
日
（
月
）
「
不
屈
」
亜

●●

●
●

娠
麺
塞
奎
舎
童
員
《
琴
●

●

●
●

④
４
月
２
１
日
傘
悪
ピ
ー
ス
フ
ェ
亜

●●

●
●

ス
タ
ｉ
ｎ
士
是
剛
実
拝
呈
委
員
会
。

●

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

3

4月の新入会員

支部 お名前

上越 篠原 修さん

長岡 遠藤玲子さん

2023年4月末の到遮

会員
散

4月
の会
員増

4月
の会
員澱

箆友
人散

図賠悪名散

昨年5月1 1日ま
での署名散＝昨年の
国会鯛願数

昨年5月12日以後
の署名累計

個人 団体 個人 団体

斬濁 125 2 2 659 2 574

長岡 33 1 170 105

上超 61 1 1 208 281

阿賀野 17 131 86

新発田 11 10

五泉 6 26 12

黒埼 7 1 33 7

壁栄 12

新津 21 1 50

三条 6 31

小千谷 10 260 86

柏喝 6 10

魚沼 14 63 129

佐逮 4 20 2 10

点在 9 17

県本部 11 10

県合計 342 2 2 5 1.649 1.343
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が
霊
識
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一
第
２
部
一
わ
が
一
家
の
足
跡

下
関
か
ら
関
釜
連
絡
船
で
朝
鮮
の
釜

山
に
上
陸
。
急
行
列
車
で
北
上
し
、
鴨

緑
江
を
渡
る
と
満
州
で
す
。
奉
天
を
過

１
、
渡
満
小
国
か
ら
満
洲
吉
林
へ

２
、
満
蒙
開
拓
団
の
生
活

「
日
支
の
間
に
戦
雲
ま
す
ま
す
漂
う
沼
化
し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
始

一
こ
の
時
、
自
ら
進
ん
で
大
陸
に
進
出
し
ま
る
前
年
の
こ
の
年
に
は
、
村
に
頻
繁
そ
こ
か
ら
昭
和
二
十
一
年
秋
の
引
き

一
よ
う
と
す
る
勇
気
と
壮
図
に
感
激
す
る
に
召
集
令
状
が
来
た
そ
う
で
す
。
児
童
揚
げ
ま
で
の
丸
六
年
間
の
満
州
生
活
が

も
の
で
あ
り
ま
す
。
須
田
家
の
限
り
な
と
と
も
に
軍
歌
を
歌
い
な
が
ら
力
い
つ
始
ま
り
ま
す
。

い
発
展
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
っ
て
お
ぱ
い
振
る
日
の
丸
に
見
え
隠
れ
す
る
、
父
の
赴
任
地
は
、
吉
林
省
の
小
城
在

送
り
い
た
し
ま
す
」
、
山
崎
部
落
総
代
悲
壮
な
若
者
の
充
血
し
た
眼
差
し
を
見
満
国
民
学
校
で
し
た
。
岐
阜
県
送
出
の

の
激
励
の
言
葉
で
す
。
る
の
が
辛
か
っ
た
と
、
書
い
て
い
ま
す
。
開
拓
団
で
、
約
五
百
人
の
団
員
。
学
校

当
時
、
県
か
ら
各
部
落
に
割
り
当
て
そ
し
て
明
日
は
我
が
身
か
と
思
う
と
に
は
約
４
０
人
の
生
徒
が
い
ま
し
た

ら
れ
た
満
蒙
開
拓
団
の
送
出
数
。
こ
の
眠
れ
な
い
夜
が
続
い
た
と
い
い
ま
す
。
が
、
校
舎
が
無
く
警
察
の
二
階
を
借
り

年
、
部
落
に
は
一
戸
の
希
望
者
も
無
く
父
は
妻
子
を
守
る
た
め
に
満
州
行
き
を
て
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
教
科
書
以

そ
の
消
化
に
苦
慮
し
て
い
た
総
代
は
、
決
意
し
た
よ
う
で
す
。
親
類
は
猛
反
対
外
は
何
も
無
く
粗
末
な
教
育
環
境
だ
っ

我
が
家
の
満
州
行
き
を
歓
迎
し
、
鎮
守
し
ま
し
た
が
、
母
の
「
あ
な
た
の
行
く
た
よ
う
で
す
。

様
で
盛
大
な
壮
行
会
を
し
て
く
れ
ま
し
所
な
ら
ど
こ
へ
で
も
．
．
」
の
言
葉
に
昭
和
十
八
年
五
月
、
父
の
転
勤
で

た
。
昭
和
十
五
年
士
一
月
初
め
で
す
。
励
ま
さ
れ
、
熱
心
に
親
類
を
説
得
し
ま
移
っ
た
吉
林
の
興
隆
川
（
こ
う
り
ゅ
う

当
時
、
刈
羽
郡
中
里
村
法
坂
（
現
長
た
。
満
州
で
は
ま
だ
足
り
な
か
っ
た
教
せ
ん
）
開
拓
団
（
東
京
奥
多
摩
送
出
）

岡
市
小
国
町
）
に
住
ん
で
い
た
我
が
一
員
と
し
て
、
満
州
へ
出
発
し
た
の
で
す
。
は
、
六
百
５
０
人
の
団
員
で
し
た
。
こ

家
で
し
た
。
父
鉄
造
２
８
歳
、
母
ハ
マ
子
２
６
歳
、
こ
は
無
医
村
で
、
校
舎
は
あ
り
ま
し
た

父
の
手
記
『
航
路
を
追
っ
て
』
に
よ
一
彦
４
歳
、
茂
子
２
歳
、
洋
子
９
か
月
が
、
校
長
以
外
に
教
員
は
須
田
鉄
造
一

れ
ぱ
、
昭
和
十
五
年
、
日
中
戦
争
は
泥
と
い
う
五
人
の
若
い
一
家
で
し
た
。
人
で
、
約
５
０
人
の
生
徒
の
指
導
を
し

第
２
部

て
い
る
状
態
で
し
た
。
。

医
者
が
い
な
い
の
で
、
病
人
が
出
る

と
汽
車
に
乗
っ
て
遠
方
の
吉
林
市
ま
で

行
か
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
中

で
、
我
が
家
で
は
渡
満
し
て
か
ら
昭
和

十
七
年
に
生
ま
れ
た
三
女
の
愛
子
が
、

父
の
出
張
中
に
麻
疹
に
罹
り
、
父
が
帰

宅
し
て
か
ら
吉
林
の
病
院
に
担
ぎ
こ
み

ま
し
だ
が
、
手
遅
れ
で
病
院
で
死
亡
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
当
時
は
国
策
で
、
大
量

の
移
民
を
満
州
へ
送
り
込
み
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
教
育
環
境
や

医
療
体
制
は
極
め
て
遅
れ
て
い
ま
し

た
。
義
務
教
育
も
二
部
制
、
三
部
制

の
複
式
学
級
が
多
く
、
教
材
も
な
く
そ

の
上
教
師
も
不
足
が
ち
で
、
学
力
の
低

下
は
免
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

はぎ
、 、

赴
任
地
近
く
の
新
京
に
着
い
た
の

十
二
月
十
三
日
で
し
た
。
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